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「わたしたちの関係と生き方」 

フィリピの信徒への手紙 4章 

1だから、わたしが愛し、慕っている兄弟たち、わ
たしの喜びであり、冠である愛する人たち、 

このように主によってしっかりと立ちなさい。 

2わたしはエボディアに勧め、またシンティケに勧
めます。主において同じ思いを抱きなさい。  
3なお、真実の協力者よ、あなたにもお願いしま
す。この二人の婦人を支えてあげてください。 

二人は、命の書に名を記されているクレメンスや他

の協力者たちと力を合わせて、 

福音のためにわたしと共に戦ってくれたのです。 

＊＊＊＊＊＊＊ 

パウロがヨーロッパに渡り、最初に関わった人たち

が集まって動き始めたフィリピの教会、イエス様を 

信頼し、イエス様によって集められた集合体に向

かってパウロは大切な勧めをしています。 

パウロは彼らのことを本当に大切な人たちと認め

ており、いつも彼らのことを心に留めていたと思い

ます。 

だからこそ、こういう手紙を書いているわけです

が。 

フィリピのクリスチャンたちに対してパウロはすばら

しい形容をしています。 

＊わたしが愛し、慕っている兄弟たち 

＊わたしの喜びであり、冠である愛する人たち 

＊真実の協力者 

＊力を合わせて、福音のためにわたしと共に戦っ

てくれた人 

私たちが教会の内外を問わず、こういう表現で思

い起こせる人がいるでしょうか。 

 

自分の心を満たし、自分の成長を願い、礼拝者と

して整えられることを願いながら 

「自己吟味」し「自己鍛錬」することはとても大切な

ことです。 

でも、人間としてもクリスチャンとしても自分ひとり

では生きていけないので、誰かとの 

交流、それは具体的な面もあるし、精神的な面もあ

ると思いますが、その人の存在そのものが 

自分にとって大きな励ましとなり、そこにいるだけで

何かホッとできるような関係が育たないと 

味気ない人生になってしまうのではないかと思いま

す。 

自分の身内、自分の家族に対して、こういう思いが

持てたら素晴らしいと思います。 

同時に、誰かクリスチャンに対して、あるいは友達

に対して「友達」というよりも双方が「味方」で 

いられるような関わりが持てたら、生きる力になる

と思います。その土台は「神の愛」です。 

相手にこうなってほしいと願う以上に、自分が相手

に対してこういう存在になれたら 

嬉しいという思いを持てたら、すばらしい一歩を踏

み出したことになるのではないかと思います。 

これらは「教える」ことによって生まれる関係ではな

く「愛のある生き方」によって感じ取るものですから 

多くの言葉は不要であり、「教える・教えられる」と

いう関係も不要です。そこに「共に生きる・いる」 

「相手の存在を受け止め、その存在自体を愛する」

ということが大事なのです。 

＊わたしが愛し、慕っている兄弟たち 

＊わたしの喜びであり、冠である愛する人たち 

＊真実の協力者 

＊力を合わせて、福音のためにわたしと共に戦っ

てくれた人 

こういう表現で意識できる人があなたの人生の中

にいるでしょうか。 

そして、自分が誰かに対して、こういうふうにありた

いと願う心が育っているでしょうか。 

何かを「してくれる人」というわけではなく、そこに

「いてくれる人」で「喜びを感じあえる人」 



パウロはそういう人の支えがあって宣教者、伝道

者として前に進むことができました。 

 

さらにパウロはフィリピの人たちに大切なあり方を

勧めています。 

これらの勧めは今の私たちに対してもとても重要な

意味を持つものだと感じます。 

＊主によってしっかりと立ちなさい、しっかりと立ち

続けなさい 

＊主において同じ思いを抱きなさい、しっかりと同

じ思いを持ち続けなさい 

＊支えてあげてください、しっかり支え続けてあげ

てください 

一回だけの「様子」ではなく「継続的にこういう姿勢

を保ち続け、目立つことではなく、地道に 

その歩みを継続することの大切さが教えられてい

るように思います。 

しかも、これも誰かとの関係を意識しながら勧めら

れているものだということを覚えなければなりませ

ん。 

パウロはローマの信徒への手紙の中でこんなふう

にまとめています。 

ローマの信徒への手紙 12章 

9愛には偽りがあってはなりません。悪を憎み、善
から離れず、  
10兄弟愛をもって互いに愛し、尊敬をもって互い
に相手を優れた者と思いなさい。  
11怠らず励み、霊に燃えて、主に仕えなさい。  
12希望をもって喜び、苦難を耐え忍び、たゆまず
祈りなさい。  
13聖なる者たちの貧しさを自分のものとして彼ら
を助け、旅人をもてなすよう努めなさい。  
14あなたがたを迫害する者のために祝福を祈り
なさい。祝福を祈るのであって、呪ってはなりませ

ん。  
15喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。  

16互いに思いを一つにし、高ぶらず、身分の低い
人々と交わりなさい。自分を賢い者とうぬぼれては

なりません。  
17だれに対しても悪に悪を返さず、すべての人の
前で善を行うように心がけなさい。  
18できれば、せめてあなたがたは、すべての人と
平和に暮らしなさい。 

 

今日、それぞれに、こういう生き方を大切にし、ま

た継続できるように祈りましょう。 

そういう生き方をしているお互いの中に「互いを尊

敬し合う」意識が生まれてくるからです。 

礼拝に集う時、隣の人も、こういう意識で生きてい

る人だという尊敬の気持ちをもって 

祝福を願うことができますように。その人と一緒に

いても、いなくても、それぞれの場所で 

本当に丁寧にパウロが勧めている生き方にうなづ

き、継続できるように祈りましょう。 

教会には説教者も必要ですし、奉仕者も必要なの

ですが、それ以上に「生きるを励ます人たち」 

の存在が必要であり、互いにその存在を深く愛す

る、愛し合う心、大切に思う心」が重要なのです。 

実は、そういう意識があるからこそ「教会」が成立

するのだとさえわたしは感じています。 

逆に教会が組織としての充実、拡大ばかりを追い

求めて、そこにいる個人を道具化し、 

まるで機会の歯車のように活用し、その歯車になっ

ていなかったら居場所がないような 

感じを持たせてしまうとしたら、それは深刻な大問

題だと思っています。 

私たちには「生きること、いることそのものが励まさ

れるエネルギー」が必要なのです。 

それは、「愛」であり、神からの愛、神への愛そして

他者への愛が育まれなければなりません。 

教えごとではなく、生き様こそが問われているので

す。 

「愛」が存在しているかどうかが問われているので

す。 



MACF礼拝説教映像はこちらです 
https://youtu.be/nSRgLGmx3YI 

https://youtu.be/nSRgLGmx3YI

